
























Zum Tief-Steigenden Akzent in der deutschen Intonation
― Ein Vergleich zwischen Muttersprachlern und fortgeschrittenen 




























図１ ．ドイツ語母語話者が読み上げた文│In zwanzig│Minuten│beginnt│schon│der Unterricht│の
ピッチ曲線（│は，図中の垂直線に対応）。最初の３区間に強く右傾した S 字型パターンが観察
される。第１区間の３本のピッチ曲線のうち，２本目と３本目が zwanzig の有声部分。高声はス











Minu-，後半が -ten の有声部分を表す。ストレスのある -nu- ではなく，Mi- の部分が高く発音さ
れていることがわかる。（成田 2007, 47）










語母語話者による In zwanzig Minuten beginnt schon der Unterricht（20分後にはもう授業が始まる）
という文のピッチ曲線である（成田 2007, 47）。ここでは最初の３区間に強く右傾した S 字型
のパターンが顕著であるが，zwanzig Minuten という句の中心となる zwanzig の語のストレス
は zwan- にあるにもかかわらず，高声はその音節ではなく，ストレスのない語末音節 -zig に現
われている。図２は別のドイツ語母語話者による同じ文のピッチ曲線である（成田 2007, 47）。
zwanzig のピッチパターンに関しては図１と同様であるが，後続の Minuten において，ストレ














閲を受けていることは言うまでもない。そのうち，本研究では第11課 Da fiel ihr ein Mann am 
Fenster auf, der ihr bekannt vorkam（その時，見覚えのある窓際の男が彼女の目に留まった）の






3 ）  音声収録のために防音室及び録音機材の使用を許可くださったコンスタンツ大学音声学教室 Bettina Braun 
教授、音声提供者の募集に尽力いただいた浅野友紀氏、音声を提供していただいた諸氏にこの場を借りて心
からの感謝の意を表したい。






も防音室内で，PCM 方式によって行った4 ）｡ 録音までの手順は，まず次の指示  1. Lesen Sie die 
Geschichte für einen unbestimmten Kreis von Zuhörern vor! Bitte lesen Sie gut verständlich und interes-











された：{An einem Dienstagnachmittag} {ging Silke mit Viviane zusammen zum Kurfürstendamm}。





多いが，１名は Dienstagnachmittag の Dienstag- と -mittag を高く，-nach- を低く，１名は Dien-
stagnach- を低く，-mittag を高く，１名は Dienstagnach- を高く，-mittag を低く読み上げる点が
異なっていた。男性のドイツ語母語話者４名の中で，上記女性12名と同等のピッチ曲線を示し
たのは１名だけであった。残る３名のうち１名は Dienstagnachmittag の Diens- と -mit- を高く，





の作成に当たっては，Dienstagnachmittag の語中の [n] と [s] の境界から語末の [a:] と [k] の境
界までの時間長を 1 として，[n] と [s] の境界から 0.6 遡った時点から後のピッチ曲線を表示さ





せた。よって各話者の調音上の [n] と [s] の境界は図３左図の左端から 3/8 の位置で一致してお
り，図の右端が語末の [a:] と [k] の境界となっている。これによって一部の話者の冒頭部分が
図には反映されないという問題が生じたが，文頭はいずれも低く，概ね平坦であるため，主要
なピッチ曲線の観察には影響しないと考えられる。





























図３ ．ドイツ語を母語とする12名の女性話者が読み上げた文 An einem Dienstagnachmittag ging Silke mit 




ントが置かれる -nach- の位置に強く右傾した S 字型ピッチパターンが現われている。
図３右図はそのうちの１名が読み上げた同部分のピッチ曲線である。右図では垂直線によ
り│an einem│Dienstag-│-nachmittag の境界を示す。Peters（2014, 32-35）に概説された ToDI







に関しては，L*H のアクセントが置かれる -nach- の部分に現われていることがわかる。これ
を文字列で示せば次のようになる（句末音調は 0% のみを記すが，上述のように H% もありうる）。
{An einem Dienstagnachmittag}
 %L H*L L*H 0%





5 ）ドイツ語，英語のイントネーション表記にも応用される（Peters 2014, 32）。
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が他の12名と異なるため，採用しなかった。この後続するイントネーション句についても発話
速度の違いによる時間長の不揃いを解消してピッチ曲線を重ね合わせて見るために，ging の [ց] 
の開放の瞬間から zum の [t] の閉鎖の瞬間までを 1 として，[t] の閉鎖の瞬間から 0.73 進行した
時点までのピッチ曲線を表示させた。よって図の左端が各話者の調音上の句頭の [ց] の開放の









る可能性が強い。強く右傾した S 字型のピッチパターンに関しては，L*H のアクセントが置
かれる Sil-，-a-，-sam- の部分に現われていることがわかる。これを文字列で示せば次のよう
になるだろう。
{ging Silke mit Viviane zusammen zum Kurfürstendamm}
 %L L*H L*H L*H H*L L%














図４ ．ドイツ語を母語とする12名の女性話者が読み上げた文 An einem Dienstagnachmittag ging Silke 

























{An einem Dienstagnachmittag} {ging Silke mit Viviane zusammen zum Kurfürstendamm}








後の音節が核であるから（Peters 2014, 19），先行するイントネーション句の核アクセントは 
L*H，後続するイントネーション句の核アクセントは H*L である。核アクセント H*L は，そ
れを付与された構成素が伝達する情報が後続の文脈や推定しうる事情とは関係なしに有意であ
ることを示すのに対し，核アクセント L*H は逆にそれらの文脈や事情への依存の下で有意で
あることを示す（Peters 2014, 60）。このことを上記の文に当てはめると，-nachmittag は，聞き
手が有する一日の時間区分の知識に依存して理解される情報であるから L*H が付与される一






に H*L が付与され，Silke，Viviane は名前で呼ばれ，聞き手もすでに知っていることを前提と












































図６ ．日本人ドイツ語上級者 Ａ，Ｂ（ともに女性）の読み上げ文における An einem Dienstagnachmittag 
のピッチ曲線。垂直線により│an│einem│Dienstag-│-nachmittag│の境界を示す。Ａ（左図）の
ピッチ曲線は起伏に富み，DIENStag- におけるアクセントは母語話者と同じく H*L であると見な
すことができるが，EInem にも H*L のアクセントが置かれる点，-NACHmittag に核アクセントが






























図７ ．日本人ドイツ語上級者Ｃ，Ｄ（ともに男性）の読み上げ文における An einem Dienstagnachmittag 
のピッチ曲線。垂直線により│an│einem│Dienstag-│-nachmittag│の境界を示す（だだし，右
図の空白部分は休止区間）。Ｃ（左図）の DIENStag- におけるアクセントは母語話者とは異なり，
下降を伴わない H* であるように見える。Ｄ（右図）は DIENStag- 及び -NACHmittag におけるア
















図８ ．日本人ドイツ語上級者Ａの読み上げ文における ging Silke mit Viviane zusammen zum Kurfürstendamm  
のピッチ曲線。垂直線により│ging│Silke│mit│Viviane│zusammen│zum│Kurfürstendamm│の
境界を示す（以下同様）。母語話者と同じく SILke，viviAne，zuSAMmen に L*H が用いられ，右傾


































図10 ．日本人ドイツ語上級者Ｃの読み上げ文における ging Silke mit Viviane zusammen zum Kurfürstendamm 
のピッチ曲線。SILke と zuSAMmen に母語話者と同じく L*H が用いられ，強く右傾した S 字型の
















図11 ．日本人ドイツ語上級者Ｄの読み上げ文における ging Silke mit Viviane zusammen zum Kurfürstendamm 
のピッチ曲線。空白部分は休止区間である。SILke，viviAne，zuSAMmen に母語話者と同じく L*H 




KURfürstendamm には H*L，SILke，viviAne，zuSAMmen には L*H が用いられ，L*H のアクセ
ントが置かれる位置に右傾した S 字型のピッチパターンが現われている。しかし，EInem にも 
H*L のアクセントが置かれる点，-NACHmittag に核アクセントが置かれない点が母語話者と異
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わない H* であるように見える。SILke と zuSAMmen に母語話者と同じく L*H が用いられ，
強く右傾した S 字型のピッチ曲線が現われているが，viviAne にはアクセントがない。zum 
KURfürstendamm ではＡと同様に zum が低く現われるが，KURfürstendamm には母語話者と同
じく H*L が付与されている。
Ｄ（図７右図と図11）は DIENStag- 及び -NACHmittag におけるアクセントとして母語話者
と同じ H*L，L*H を用いている。ただし，句頭に %H を用いている点が母語話者とは異なる。
後続のイントネーション句では，SILke，viviAne，zuSAMmen に母語話者と同じく L*H が用い











た S 字型ピッチパターンの出現を確認し（Delattre 1965, 25-26 参照），それを生ぜしめるアク
セントを見出すとともに，その意味を解釈した。分析した文におけるアクセント構成を再掲す
ると次のとおりである。
{An einem Dienstagnachmittag} {ging Silke mit Viviane zusammen zum Kurfürstendamm}










で，図12（下段）に掲げる Markus Rude 提唱の Prosodische Schrift により（Rude 2014）7 ），ドイ
ツ語に典型的と考えられるイントネーションのひな形を，ドイツ語教育における韻律指導に生
かせる形で示すことをさらなる目標とする。
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